
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

素敵なアンテナ 

 

今年の収穫祭（10 月 27 日）は、コロナ感染対策で学年をまたいで共同調理が出来なかった昨年の形

から、2 年ぶりに 3～9 年の縦割り班で調理を進める形の実施とし、さらにおやじの会に餅つきを子どもた

ちのかまどの横でやっていただきました。 

  

今年の年明けのある土曜日、おやじの会の細江さんと横山さんが、ふたりで大量の「飛び出し坊や」を

制作されていました。火の気のない技術室で、お二人が一日がかりで作業をされているところに、コーヒー

を入れて持って行って、他愛ない雑談をしていました。その話の中で、おやじの会の新たな活動が話題にな

り、ふと私の頭の中で二つのことが結びつきました。 

一つは、年末の土曜日に実施した餅つきの光景。たくさんのお父さんと地域のみなさんの参加で、お父

さんたちが重い杵を振り上げ、力強く突き下ろす姿を子どもたちがすごいなあ、という目で見、自分たちも

餅をつかせてもらって楽しそうにしていた様子でした。 

もう一つは、収穫祭。グラウンドに円形にかまどが九つも並び、一斉に薪をくべてカレーやらシチューやら

を縦割りの班で子どもたちが協力しながら作る。およそ中学校では考えられない状況にびっくりしている私

の前で、上級生がアドバイスしながら下級生が調理していたり、三年生が杉の葉と薪だけで火をおこし、飯

ごうで米を炊いていたりする。できあがった料理をみんなでグラウンドで一緒に食べる。お昼の放送まで

が、放送室を飛び出してグラウンドでＤＪの 9 年生が番組をはじめる。驚きの行事でした。 

餅つきと収穫祭、これ一緒に出来ないか？子どもたちの前で、保護者がかっこいい姿を見せ、子どもたち

の姿を親たちに見てもらういい機会ではないか。そう思いついて、もちかけてみたら、「やりましょう」と二つ

返事で快諾。それが今年の収穫祭で、たくさんのお父さんと地域の女性陣の尽力で実現したのでした。  

収穫祭当日、餅つきの準備をしながら子どもたちの姿を見るお父さんたちが、「校長先生、この行事は良

いですねえ。」とニコニコしながら言ってくださいます。手伝いに来てくださった保勝会のＳさんも「収穫祭と

いうのをやっているのは聞いていたけど、こんないい取り組みやったんですね。子どもたちの素敵な姿を見

せてもらいました。」と声をかけてくださいました。 

文化祭の『演技』や運動会の『競技』のように『技』を見せる場ではなく、劇的な場面があるわけでもな

い。ただ必死に火をおこそうとする息づかい。飯ごうを真剣に見つめるまなざし。危なっかしい包丁さばき。

異年齢の子どもたちが教えたり助けてもらったりしながらわいわい調理する子どもたちの『作業』が、グラ

ウンドいっぱいに繰り広げられる、そういう行事です。 

「我が子」だけに目が向いていたり、「子どもの劇的な動き」だけを探すような心持ちでいたなら、きっと

そのよさを見逃したり、むしろ退屈にさえ感じてしまったかもしれません。でもおやじの会や地域のみなさん

には、子ども同士がいま手をつなごうとする瞬間や、確かなつながりで力を合わせる姿、そうしたやりとりや

動きを捉え、「いいな」と感じる「アンテナ」がある。このアンテナこそが、学院生全体をふわっと包み込み、

支え、あたたかくはぐくんでいく力の源なのだと、改めて感じました。 

自分たちで作ったおいしいカレーやシチューとご飯、そしてつきたてのお餅をおいしそうにほおばる子ども

たちの笑顔にあふれた楽しいひとときでした。 

みなさん、素敵な時間をありがとうございました。 

京都大原学院 校長 瀧本祐一郎 
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大原提言発表会 １１月２日（水） 
９年生の大原提言発表会が行われました。今年度も色々な視点から大原

地域への提案があり、参加者は発表に聞き入っていました。 

「SNS を使って農家を呼ぼう！」普段の生活の中で、「耕作放棄地」が気

になった発表者は、元の「耕作地」に返すためにできることは？と考えま

した。 

探究を進めていく中で、SNS での発信だけではなく、周りや地域の支え・

支援が必要だという結論に至りました。 

「大原に釣りスポットを！」釣り好きな発表者は、自分の好きなことで大原を盛り上げられないだ

ろうかと考えました。実際に釣りに出向き、釣りスポットを見つけたり、釣りをするために遊漁券

が必要なことを知り、購入できる場所を調べたりして紹介していました。 

「大原に駐輪場を！」自転車で通学している発表者は、大原に駐輪場が少ないことに気づき、バス

停に駐輪場を作れば通勤・通学者に便利なのではないかと考えました。バス会社に路線バスの増

便・減便の実態調査をしたり、バス通学をしている先輩方にアンケート調査をしたりして分かった

ことを発表しました。 

「大原観光マップで写真スポット巡りをしよう！」大原には素敵な自然がたくさんあることを知っ

ている発表者は、「映えスポット」を観光客に紹介することで、もっと多くの人に大原の良さを知

ってもらいたいと考えました。自身で大原の景色を写真に撮って SNS に

投稿したり、大原の動画を作成したり、発表者の大原好きが伝わってく

る発表でした。 

各発表の後には質疑応答の時間が設けられ、参加した５～８年生から

活発に質問が出ました。９年生は、その一つ一つに丁寧に回答していま

した。ご参観いただいた皆様、ありがとうございました。 

全校マラソン大会 １１月８日（火） 
大晴天の下、全校マラソン大会を行いました。校長先生より「ベストをつくそう」と激励の言葉

をいただき、１年生～９年生が時間差でスタートしました。他学年への声援が里にこだまして何と

も言えない素晴らしい時間でした。初めて参加する１年生、学年が上が

り昨年よりも長い距離を走ることになった上級生、最後まで走り切るこ

とができるか当日まで不安を声にしていましたが、それぞれのベストを

尽くして全員がゴールできました。多くの地域の皆様や保護者の皆様が

沿道で力強い声援を送ってくださったことが、力になりました。見守っ

てくださった皆様、役員の皆様ありがとうございました。 

研究報告会 １１月２２日（火） 
  ３年ぶりに、他校の先生方に参観していただく研究報告会を行うことができました。当日は１年生・４年

生・９年生が公開授業を行い、５０人を超える方にご参加いただきました。今年度は普段から視察に来られ

る学校・地域が多くあるため、授業参観に慣れている学院生ですが、それでも少し緊張しながら授業に臨

む姿が見られました。授業後に体育館で全体会を行い、９年生の代表２人が大原提言を発表しました。大

勢の前でしたが、堂々と発表し、質問にもしっかり答えていました。 

  研究報告会前日に、PTA・地域から掃除のお手伝いに来ていただきました。会場となる西館や本館の窓

拭きを担当していただきました。とても綺麗になった玄関で、気持ちよく他校の先生方をお迎えできました。

ご協力ありがとうございました。 



発見旅行 １１月１５日（火）～１６日（水） 
６年生が広島県へ発見旅行に行きました。１日目は宮島へ船で渡り、宮島学園

の６年生と交流学習をしました。グループに分かれて宮島を案内してもらい、

その後は一緒に厳島神社の見学をしました。今年も宮大工の棟梁三舩さんに案

内をしていただき、保存修理工事の足場を通って、大鳥居のすぐ近くまで行く

ことができました。宿泊先のホテルで行われた学習会では、宮島学園卒業生の

山松さんと竹内さんに講師としてお越しいただきました。大原女について学院

生が知っていることを伝えたり、もみじ饅頭の新商品開発についてお話を聞い

たりしました。学院生は、予め考えてきた自分の学習問題解決のために質問したり、自分の環境や

知識と照らし合わせて感想を伝えたりしてたくさんのことを発見していました。 

２日目は、広島市内の平和記念公園へ行きました。原爆ドームを見学してい

ると、語り部の方が声を掛けてくださいました。とても分かりやすく、詳しく

お話していただいたので、平和の子の像の前での「平和セレモニー」も、原爆

資料館での見学も、平和についての考えをさらに深めることができました。 

２日間を通して、たくさんの学びや発見がありました。１月に予定されてい

る発見旅行報告会に向けて、これから学んできたことをまとめていきます。報

告会が楽しみです。 

 

バドミントン部全市大会 １１月２６日（土）、２７日（日） 
１１月６日の秋季大会ブロック予選を１位通過したバトミントン部が、全市大

会に臨みました。団体戦では接戦に勝利し、見事ベスト８まで勝ち進むことが

できました。次は春季大会です。さらに上を目指して、頑張ってください。 

 
 

作品展への出品にご協力を！（PTA・地域の皆様） 
１月１３日（金）に、作品展を開催します。学院生の作品を講堂で展示しますが、今年

度は PTA・地域の皆様の作品も展示できたらと考えています。絵画や写真、手芸作品

等々たくさん出品してください。保護者の皆様は、後日配布する出品票と一緒に、職員

室へ直接持ってきていただくか、学院生にお持たせください。地域の皆様も直接お持ち

いただくか、学校までご連絡ください。作品搬入は１月５日～１月１２日の間にお願いし

ます。  

            京都大原学院 ７４４－２００４ 

 

京都大原学院所蔵の美術品や資料が展示されます 
校長室の壁面を鮮やかに彩っている「赤富士」・「黒牛」の絵（どちらも小松

均作）や、明治期からの大原村誌や大原村のことば等、京都大原学院が保管し

ている美術品や貴重な資料計８点が京都文化博物館で展示されることになりま

した。大原の貴重な資料をご覧いただける珍しい機会ですので、ご案内いたします。 

「京都府内の学校所在資料展２」   

場所：京都文化博物館（中京区三条高倉）２階総合展示室  入場料 ５００円（高校生以下 無料） 

日時：１２月１０日（土）～１月２９日（日） 開室時間１０：００～１９：３０ 月曜休館（12/28～1/3 休館） 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和４年度 学校教育目標 

大原のゆとりある心を 自信をもって伝えられる子に！ 

日 曜

1 木 木曜校時

2 金 ｵｵﾑﾗｻｷ越冬幼虫調査(7～9年雨天は講義)

3 土

4 日

5 月 素読教室  進路写真撮影(9年) 歯科検診(13:30)　

6 火 わくわくWROK LAND(5年,探究館)

7 水 環境学習出前授業(3年) 　PICNIK(789年)　合同部活動　 フッ化物洗口　

8 木 専門委員会 木曜校時

9 金 ふれあいタイム(3年)　大根収穫(8年)　 PTA運営委員会１９：００

10 土 もちつき大会　PTAフェスティバル　 サタデーオープンスクール

11 日 大根朝市販売(8年)

12 月 素読教室　認知症学習会(7,8年)　 諸費引落日

13 火 本部(昼)　演劇鑑賞(6年)

14 水 合同部活動 フッ化物洗口　

15 木 クラブ活動　なかよしおたのしみ会（にじいろ） 学校安全の日 木曜校時

16 金 エンニコタイム 学校運営協議会19:00

17 土

18 日

19 月 町別児童会(1～6年)

20 火 個人懇談　 ５校時

21 水 個人懇談　巡回文庫 ４校時 フッ化物洗口　

22 木 個人懇談　ブロック集会（前期B) ４校時

23 金

24 土

25 日

26 月 冬季休業（～１／４） 諸費引落日(再)

27 火 学校閉鎖日

28 水 学校閉鎖日 古紙回収

29 木 学校閉鎖日

30 金 学校閉鎖日

31 土 学校閉鎖日

令和４年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２月行事予定

学校行事・PTA・地域・保健行事など

１月の主な予定

　　　５（木）　始業式

　 １０（火）　給食開始

　　１３（金）　人権学習参観・講演会・作品展

２０（金）　避難訓練

２５（水）～２７（金）　学年末テスト（９年）

２７（金）　発見旅行報告会・職業調べ発表会

※新型コロナウイルス感染拡大の状況によって、変更になることがあります。　　予めご了承ください。

終業式　大掃除　ブロック集会(中後期B)　給食終了　左京支部生徒会交流会　　　４校時

１２日（月）は、12月の諸費引落日です。

ご入金よろしくお願いします。

２８日（水）に、ＰＴＡ古紙回収を行います。

地域の皆様、ご協力をお願いします。


